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女子団体総合 第2位第1位 353．70つり輪

第5位林田房美個人総合 72．35
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第10位宮本敏子72．00
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跳馬第3'位：宮本18．125

平行棒第5位宮本18．575

第6位林田18．475
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関東新人戦（駒沢）ず！

男子団体総合第2位268．65哩

了個人総合第3位千田修平549渇

種目別
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男 ､子イソカレに初､優‐勝
弓

昭和31年春、旧体育館の片隅で産声を上げ圭』を待ち望んでいたともいえる。

たわが日大体操部は、苦節17年、ついに学生あれから福井のインカレを経て、今回紛れも

体操界の頂上に登りつめた6なく優勝を成し遂げたのである。選手の精進は

7月21日、会場の駒沢体育館は男子団体総もとより、関係諸先生方、先輩各位、それに

合の大詰めを迎えていた。斗一100名を越す部員全員が一丸となって努力し

日大、日体大の選手が演技を終えるたび、応た賜ものであろうb－

援席は湧きに湧いた｡､そして日大の最終演技者以下、それぞれの立場から、インカレ優勝忙

が着地した時や勝利は確定したdついに日体大対する感想を収録した。

を破うて学生体操界の王座についたのである。この中で、特に1年生部員の新鮮な感激は貴

整列じた選手に、応援席からテープがとび紙重であろう。今日大は追われる立場に立ったの

吹雪が舞った。ちェうど一昨年の、所も同じとであるから､今後現在の地位を保ち続けるため

の駒沢体育館での光景が思い出される。には、次代を担う若手の努力に期待がかかる6

＝あれはまぼろしだった6’計算違いにも気付かイヅカレで味つた感激を、自分達の手で再現さ

ず狂気乱舞した日大の応援席は、それほど優勝せてほしいものである。
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邸群，-飽働.r32ぷf今個:41

①出身県

r:雌州②出身高校

：『い；③学年
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ぺ体操部創立1;6周年目にして悲願の優勝を獲優勝決定のあと、､しばし観覧席にて‘想い出さ

得したわけですが、決定瞬間の館内の興奮がいれたのは、文理学部のいま車庫にあたる所につ

意もって伝わってきます。許￥： ク輪と鉄棒があり、砂場をマット代りに卜jレー

考えてみると実に長い悲願の道であり、i過去ニングしたことです。堅くなっﾉ罵では砂を掘り、

Kおいてい:く度か緊L迫した勝負を挑みながら涙真夏には鉄棒が太陽に灼け蕊惚顛う雑布で覆う

雄:のんできましたい:…;r『；；だとは、当時の下級生にとつ擢のi日課だうたと

…現副部長の門脇先生の熱意によって創立をみ：思います。～〆::…令‘:〈〆：尚緋：

た偉操部の初期に縦,いろいろなェ:ピソ言ドもその点、時間さえ許さ狂るなら常時､ド似一二

;｡あった“斌肖時の拭況を考えると現体操部，禅グのできる環境に恵凌れた現在の学生は、童

の盛況はとても想像で‘珪嘩:かつたことiでナ。ッ；ことに幸せといづで過言ではありま-{蛾jも
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日本の体操界が多くの諸先輩の必死の努力を

土台に、今日あることは疑う余地がありをせん

が、日本大学もまったく同じ過程をたどってき

たといえますo

〃稽古〃ということばのもつ意味は、古いこ

とを思う、あるいは考えることだといいます。

即ち、初心を忘れるなということに通じるもの

で、部としては、諸先輩のご苦労を無にしない

よう学生の今後の指導にあたりたいと考えてい

ます。

大学体操界の王座に立った体操部には、これ
･8．

からよ』，きびしさが要求されるでしょうが、そ

れをしっかりと受けとめていく決意です。なぜ

なら、学生スポーツにおいて生まれる、喜ぶ者、

悲しむ者の純粋な姿に心うたれるものを見い出

すことができるからです。

最後に、:今後の桜樹会の一層の発展を祈ると

ともに､.部に対するご協力をおれがいする次第

です。

『?

男 子初優勝に寄せて

､－､

男子のインカレ制覇が、日大体操部関係者に

とって長年の夢でした｡その夢淋､今回多くの

方々の努力によって実現したのおす｡J

との日のために精進された選手諸君はもとよ

り、浜田部長先生はじめへ監督、、コーチ、そし

て部員ひとりひとりが努力を積きれてこそ、こ

の快挙が成し遂げられたものと信じます。私達．

桜樹会といたしましても、徴力ながら今回の優

勝に貢献できたことを嬉しく思っております。

今は亡き秋葉先生の熱意で部が創設され､:門

脇前監督のもと、2部から1部へ、そして1部

の上位へと着実に歩を進めてきをした。しかし

どうしても日体大、教育大の壁が破れず涙を言の

む結果に終っていたわけですが、その間、個人

総合では早田・椎名・五十嵐の三君が選手権を

会長稲橋‘直行

とり、学生体操界に日大ありと天下に示してき

ましたb専

一そして遂に団体で勝ち、個人1．2．3位と

いう快挙を達成したの:です。

今や日大は、立派な伝統をもつ名門校に成長

したといえるでしェう。しかし真の評価が得ら

れるのは今後の発展にかかっていることも事実

です。勝利至上主義は排さなければなりません

が、スポーツである以上、勝つための努力を怠

ってはいけないと思います。

今後とも、日体大に互して新たな伝統を築か

れますよう、関係諸先生方、そして部員の方倉

にお願いする次第です。桜樹会としましても、

部の発展のため協力を惜しまない所存です。

－5斤
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よせを

~E2子年一梶山広司

点を得て一度に爆発した結果だと思います。．

f他の大学の者とよく話をします。「来年はど

うだろう？」「来年の日犬にはさだ勝で左砿刈
｡．‐‐.．へ．.；弓．．~

そう言いながらも奴らは思っていiるんですよれ

｢俺達を甘く見るなよ』と｡鴬来年奄勝走鮒れ

ばいけませんね｡一年に一度め望審燃尾ろ事の

できるインカレで。日本大学の体操の流れをも

っともっと大きなものにして行くために。

8月21日夕暮れ時f駒沢公園体育館の,白犬

応援席iから史上二度目の紙募菖ツ6紙吹雪が舞

いました。昔の事はよく鋪り:在せんが、この2

～砂嬉哨而らち』[い､､渉渉‘しといわれて来た

優勝の二字を、いま初めて掴蚕える事ができま

した。誰もがよくやり在した。この二字には大

きな力があったのです。それを目指す私達の心

の中に17年間蓄積された大きな何かが、発火

‘

？

/､照翰I

､了if．：'w‐灘黙
｡､●

イン力しの感 想

F識i3‘年寺元良人

大切にそして頑張ってきました。

自分自身、これだけやれば勝てると思ってい

在したので安心感はありましたが、そこは勝負、

やって見なければわかりません。でも試.合当日、

失敗はあっても全員でよくそれをカバーし､t::良

職塞ニドで戦うととができました。

#鶏初優勝、本当砿域生忘れることのできない思

い出をのこすと勘ｼ“稜した。

最後に諸先生､:;藷先輩のご援助、ご声援、ほ

んとうにありがと:う:ございま・した。

今年の全日本インカレは7月19～22日ま

で行左われ､･今玄でに数々の試合に出場して来

ました狐これほど興奮した試合、それに応援

合戦は始めて経験しさした。

東日本インカレでも少差で敗れ、もう少しも

う少しと思いながら､｡結局､諸先輩方の時代か

らの目標であった団体優勝、また打倒日体大の

念願を儲す‐ことはできませんでした。

東日本ではあれだけやったのだ、こんどは必

ずと忌蝿Ix壷の気持をもって全日本までの間の

練習にも鞭優勝だけを頭におV?}為一日一日を

ｌ
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インカレ出場に際しての感想

旧大ファ．イトデニスノオーノ応援合戦に

始まり､:鱗応援合戦に終った｡その中に先輩方か

ら受け継いだ「打倒日体/」という言葉を心に

いだき、1日1日が戦いだった。疲れ切った体

にムチ打って………。でも、それ以上に苦しい

思いをしたのは遠藤先生はﾓめ､厚田尭虫学

生コーチだろう。その甲斐あってのインカレ初

＆．：

3奴年錦井利f臣》"唾
｡．．f‘".‐，L･

優勝ノ諸先生、諸先輩1－人1人にありがどうご

ざいましたと言づてさわりたい気持ですb室た、

僕自身にとってもく日大にもたらした優勝とい

う言葉は、一生忘れられない。やったんだとい

う充実感として残るでしょう。これからも一層

の努力を重ねるﾐつもりです。応援してください。

＝イーン力－し

：j,葱：患:、べ:紐::‐淫：〆…．．wや
●

wJw州卿蔚蝋…3年西巻駕三

インカレの感想といえば、勝った事はもちろ局迷惑をかけてしまう。今回も大分みんなに迷

んだが、苦しい練習のことが想い出される。試惑をかけてしまった。

:篭態篭鰯嶺息憾周奉の強化練習をや妻…遠く
、優勝した事はもちろんうれしい。

．：：

い通りに体が動いてくれない。その,心境ほどいから見ていて、もし自分が入っていたら、また

やなものはない。他の人に迷惑をかけてはいけみんなに迷惑を……も･さ…と思う現在である。
．．・・・．寵.i

ないと思いをｶﾐらも、ふてくされてしまい、結

イン力・しを顧 みて

!r暇．

3年川野′耕〆二℃…
。．．『！．．、

今年の7月19～2議舶、インカレが行肋の初優勝を勝ちとることができ:$:本当に嬉じい
．↑.『‘

れ{:齢繕菩で男子優勝､女子2位であった。というほかはありません。
‐＄‘．．：I。‐

男年縦輝での鑑池位で〈優勝すここと私はチニ』‘､の1人として､他の5人と力を合
...=:-ﾐf-..K…．.．〈．?:､や-訓

ができi誉欺ぞLだぷしがし今年ついに､念願わせてやづてき室した。インカレまでに色峨
－7－

／

、
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事がありました。毎日強化練習で、皆んな夏の
＃私｡．

暑い最中に汗を流し、苦しい時してはお互いに声

を出し合い、技のことでは意見の合わないこと

も、数えきれないほどありをした。でもこうし

て後になって振り返ってみると、本当に楽しく

また懐しく思われます。つき添ってくださいま

し:禽蕊職虫:報先生にもお礼を申し上げ
ます。そしてその他の諸先輩応援して下さっ

たOB，現役の皆様ありがとうございました。

こ;の全日本インカレ優勝は、私の学生時代の
，,:・i．

よき想い出として、生涯私の胸の中に残ると思

います。，港一一

9．？

ゼ

‐も．.：｡'01．と-.

1..:竜．．；‘と：…
｡｡o､宮go-．.｡J●

参…加｡ザル、て
・・。●せ-,｡‘1．･凸●．

'爵wm1mA
インカレ．に

苅・，（…：;';ル弓?'、入

3年野原秀安

にプラスになるように、自分なりに頑張った。

そして初優勝したとき、日大で体操をやってい

て本当によかったと思う。またあの時の主うな
O

感激は二度とないと思う。

インカレ前、個人でもいいから試合に出たい

と思っていた。それがチームで出られやことに

なってうれしかったo

試合が始まってからは、少し:でもチーム得点
通率："1，．

、8．%、．､宗－8

10！

イ ソカレ観戦のとぎの感激

（一年生一同）‘

試合を見たのは21．22日だけで、それもう。早田先生も遠藤先生も、他の体操関係の諸

補助役員になっていたので全部は見られません先生方も苦労しました。自分が大学に入学して

でした。21日の1部の団体戦は忘れることがたった3ヶ月足らずでこの喜びを味わえたのは、

出来ないでいう。1種目終わる度に点数がわ大変に運が良かったと思いますb

かってくるので、補助役員の事はあとにして一（佐藤之俊）
~､了皇蕊秀-.．‘､

生懸命応援した。（浦田明範）だが日本大学は勝つとo日体大などは目では

優勝が近づくにつれて、選手がやっているのなかった。そして個人でも日大が1～3位まで

ではなくて、まるでぼくがやっているよう左緊とり、日本大学は完全に勝ったのである。
、．！．．・

張の連続でした。（金山直嗣） ≦が（.～，J加藤英夫）

この栄冠を手の内にする玄でに、いろんな人我々1年生にとって鼻が高く、そして荷が重
。？§:今.；か．.一9．；＜､＃・f：一・・.．；､，:･･･'し‐・

がどれだけの苦労を積み重ねて来たことでしよいこととなるが、我々1年生がそれを背負って、
，．§､：wi2.『.・・：．．．

－8－
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番

る者へまるで形あるもののごとく伝わって来る。

寺元さん、錦井さん、西巻さん、川野さん、野

原さん、梶山さんおめでとう、本当におめでと

う。（小貫孝春）

私はこの競技会で補助役員として仕事をして

いたので、演技は満足に見られなかったが、逆

に試合の内部から競技会全体がよく理解できた。

学生主体で作り上げられたと聞くとの試合では、

文字どうり応援合戦がくり広げられ､｡私の今ま

で感じなかった愛校心が、自分の中からわき出

てくるのが感じられた。（和田利一）

との優勝もなみたいていの努力ではなく、体

操部全員の心からの応援、そして選手1人1人

の力いっぱいの演技のたまものだと思います。

やればやれるという事の実証かと思います◎僕

も今度から、このやればやれるという事を心に

おいて､､すべての点に頑張って行こうと思う。

（橋口幸弘）

優勝の持続と日大体操部を良くするように勤め

たいと思います。1（久保田一行）

息個人の方たちの試合は見ました。そこで感じ

たことは、やはり失敗してはなら左いというこ

とですdそして体操競技とは正確さが第一であ

るということです。：（神田孝一郎）

その夜合宿所で優勝の浴祝いをあげた。選手

たちの顔はうれし涙でうるんでいたdとの選手

たちの顔を見たとき、つぎの世代のぼくらが頑

張らなければならないと思ったd日大に入って

来て本当に良かったと、この日こそ感じたこと

はないo （内田民雄）

優勝日本大学／とマイクが体育館をひびきわ

たると、胸がジーンと音を立て‘てどこからかこ

み上げて来るものを感じました。計

（大友．栄紀）

大学の試合を見るのが初めてだぅたので興味

があった。日体と日大の応援が他の大学に比べ

てすばらしかったように思います。でも反省は、てすばらしかったように思います。でも反省は、体操競技というものは個人の競技である。し

拍手で他の選手が演技中のため迷惑したようにかし僕はとの試合を見て、体操も団体競技だと

思ったがfやっぱり日大の選手が勝ってほしか感じた。優勝した時のあのみんなの心からの拍

・たのでず皆んな必死で応援した。手、競技中急のみんなの声援、本当にすばらしか

（山本一晴）ったび体操競技を始めてもう3年と3ヶ月にな

演技はいつもながらスバラシイ、僕に合ったるが、一度もこういう感じを持ったことがなか

技を見つけ出した喜び、なんとムダな動きをしつ走・だからいつも団体競技の良さというもの

ている選手に疑問をいだいたこと、良かった演を弊わってみたいと思っていた。それを体操競

技は､日大に限らず拍手が出るくらい感動させ技で味わったのである。（竹井一夫）

られた。γル海一（増田均二））入賞しなかった選手の中にもすばらしい技を

iチームの結集のすばらしさに改めて感激した。したのがいた。しかしそれもちょっとしたミス

会場での熱気のこもった応援合戦や、それにものために入賞できなかった。またある選手はそ

委して選手等の試合における心意気が、応援すの日の悪コンディションの為に駄目だったかも

－9$＝



知れない。しかし失敗も実力のうちだという。やし〈}てたまらなかった。みんなが帰ってから

強い選手というのはずいかなる条件においても試合の様子･などを聞くとよけいにくやしく左り、

通せるという前提の下にあるときく。またそうもうどうにもできなかった。（千田修平）

思う倉･強くなるためには、童ず練習が第一だと日本大学は初の優勝の栄冠をにぎり、皆んな
＠●●●

いうこともわかるが、なぜかもえない最近の自大喜びをし、私はこの時たった3ヶ月の間でこ

分である。一（米須進）の喜びを感じた。先輩などは10何年間味わっ

・全日本インカレで感じた事は、やはり関東のていないのに、私達1年生はたった3ヶ月足ら

雲方が関西の方より高度な技をよく使っているとずでこの喜びを感じたのである。この試合が始

いう事を1番に感じました。しかし規定では中窪って17年間1度も優勝の栄冠をにぎらなか

京もなかなか強いなあと思いました。それからった､日大の体操部の先輩の努力を無にしない

ゆかと跳馬は日体が強いのですが､あん馬、平ように、これをきっかけに私達1年生は大事に

行棒､リングなど日大の方が強いなあと感じましなくてはいけないと感じました。

した。！、I湯原清介）｡f（池田勝吉）

僕はインカレの試合を見学して、毎日毎日の僕は中学・高校と体操をやって来て、あんな

練習がいかに大切なものかということを知りまに大声で応援し合うというのは初めてだった。

した◎僕にとって体操の色々な試合を見ること場内アナウンスをなかば無視した形で行なわれ

はこれで2回目です｡でもこん参に感激したのる応援。体操をやっている人友ら演技中にあん

もまた始めてです。（鈴木正雄）左大声で応援すると他の人の迷惑になる。そん

一番印象に残った事は、優勝したその瞬間、を事ぐらいわかっていてもだまってはいられを

みんなで紙テープをインカレ選手へ投げ、歓迎い。だれもがそんな気持ちだったにちがいない。

した・その時自分が優勝したようで、とてもう反面、相手校の選手の失敗に拍手をするという

れしかったo →《松田洋）ことがあった。これは体操選手にはある戎じき

、試合中のチームのふんいきの良かったこと、はずかしい事ではないだろうか。すばらしい演

観客席のふんいきが乗っていたということも勝技を見て大声で応援しても、人の失敗に拍手を

因の一つではないかと思いをす。選手達のムーするという主うな応援は絶対にやめるべ農では

ﾄﾞと応援のムードが一つになり､一歩一歩勝利ないだろうか｡:エーノ…ﾐぞ漁坂剛況､孝）

に近づいていったのではないかと思いますo-帳A2:日徳大と4点ほどはな:して優勝Lたことは､：

－－．，K村上秀童）いま護での練習のたまものだと思いま食d::．

、3日目、とても楽しみにして先輩の自由演技一対:腕八戸誰．、、刈系良、洋）

を見主うと思っていたのに、先蓋達④演技が始鼻僕は本部記録をやっていたので結果は最初に

玄る前に食当で帰らされる事になったdw噂もうぐメわかるのでv何か知らないけれど複雑な気持ち

－18－．
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－ジだの買物などの仕事をさせてもらってよか

ったと思った。（黒崎淑行）

でも日大が優勝した瞬間ほんとうに日大に入

れてよかったと同時に何か込み上げるような感

激を感じた。そしてこの感激をなんどでもあじ

わえる主うに僕もがんばろうと思う｡

（浜本：正夫）

選手のみなさんどうもお疲れさんでした。私

のほんとうの気持から、日大優勝バンザイノ

（皆川哲道）

で落付かなかった。1種目終えて通算で5点の

リード､2種目目で差が縮まり、あとは差が開

かず縮まずでついに優勝′うれしかった。あま

りのうれしさに泣き出した者もいた。あの強い
◆●●

梶山さんの目にもziどみだがあった。

（田島清貴）

初の優勝は当然とはいえうれしかった。なん

となく胸があつくなった。日大にきてあんなに

うれしく、喜んだのは初めてだ‘った。い室まで

きつかったことがいっぺんに飛んでしまったよ

うだ。レギュラーの方にほんの少しでもマッサ

｡.＝奇

L

罵色

鯉11m輿鷺
、、

｡ーデーー託『－~'一~.-、．"･'－．~ .－．．●E－G

「 恒例国体懇親会」

第28回国体が千葉県下で開催された。体操

は首都圏船橋市体育館が会場である。例年のご

とく北から南から会員がやってきた。役員とし

て、選手とし氾執･噸汐雫、:－，

久しぶりの首都圏国体ということで、例年国

体時に催される懇親会も盛犬になることが予想

された。（ず息す，…矛一町､:wさ・;・癖､.iパ症､､

10月16個午後7時､fEl鉄船橋駅前､点雫肌

ウチピル5階の割烹側とみせい路『鴨予約席は息

40である。試合がすんで会場から直接やづて

きた役員､,a選手の人達､弓勤めを終えて駆けつけ

た在京会員などで席はたちまち埋ってしまう。

､幹事は追加に次ぐ追加で落ち着く暇もない。

．‘甚宴:たけなわとなる頃､カミなり広い、とみせい〃

の座敷も日大一色となってし在った。その数

70余名。

第1回卒から第14回卒までの会員、それに

現役の諸君も加えて､了実によぐ揃ったものであ

る。

自己紹介あり歌あり、そして夏に輝ける初優

勝を飾づたインカレ男子メンバーの紹介などが

あり、恒例の国体懇親会の夜は更けたのである。

鯛'11偽‘
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一:藤谷弘一:三田久ふ米田賢一

第4回卒上野剛菊地君男…:木村多喜

～佐藤誠′高田信興田野哲

早田卓次

第5回卒イ､松武雄志賀正昌波多野伸

第6回卒鶴見興人

第7回卒海谷美代子苅込和男

第8回卒伊藤、勇岩田‘淳小柴守夫

近藤盛一橋口泰武船木政明

山内悟

第9回卒朝倉徳雄浮刊

第10回卒飯島好美f弓脇叩隆：近藤明

第11回卒宇野正信“大塚文雄原弘吉

第12回卒稲谷清子斉藤多美子

第13回卒椎名昇椎名喜美子庄司忠男

塚田和茂辻誌朗寺西千津代

中谷秀明、中村栄喜

第14回卒五十嵐健夫田中章二外山宜男

が中島孝

現役寸…～21名

1

『

'燭1qwmmI

第9回女子欧リ'|'｜選手権をみて

卜

今 村悟

』?』(霊;:嚇駕…｡=学）
；；、

1973年第9回女子欧州体操競技選手権大10日間、ドイツ・プファルツ地方（ワインで

会は､10月26日、27日の両日London有名な所で、フランス国境に近い。）の青少年

で行なわれた。 と一緒にバスでドーバー海峡を渡り、イギリス

私はこの大会を視察するため、26日早朝フ各地を訪問していたの卜で､今回は一人ではあつ・

ランクフルト空港を発った。10月11月のロたが、英語を話せないながら、経験を生かして、

パンには名物の霧が発生する｡この日も飛行大汗をかき柵かきなが~i‘何んとか遂行す
機は3時間の遅れを出した。（通常1時間半でること:ができた。一‐f栽〆丑一

行ける。）ロンドンに着いた私は、かねてﾄﾞイ会場の:ウエンブリィー・スタ:ジ皇アム’は､jロヅ・

ツ体操連盟を通じて入場券の手配をしてあったドン郊外、市の中心から地下鉄で45分の所に・

ので直接会場のWembleyStadmm（戎エあり、:周'囲は住宅地で、下町の感じであう埼唐.、

ンブリ.イー・スタジアム）に行った。：会場では8”ヌイルムと:､ubかの曲を録音しミ

私は、夏7月下旬から8月上旬にかけて約．〆・女子体操界fDトヅプレベルの演技をつぶさにみ

一勉一

‐
伊

鯛
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一
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塚原とびは、後半局面での高さがあり、屈身で

行なうのは時間の問題であろう。

コルブート。ユニバーシアードに優勝した彼

女は問題視されている技を入れるかどうか注目

されたが、オリンピック時と全く同じ演技内容

であった。今回は大会前から足首を痛めていた

ため、平均台上での宙返りは後転とびに変って

いた程度であるげじかし平均台とゆかでのミス

が目立ち、全体的に技に切れ味がなかった。ま

た27日の種目別選手権では、跳馬で助走しな

がら跳ばず､:全種目棄権するというパプニング

があり、観衆は騒然となった。しかし今回はミ

ュンヘンオリンピックのような同情が集らず、

しかもヨーロッパ各地にテレビ放送されていた

ため、彼女の泣顔がミユンヘンと同じ韮うに写

うたわけであるが、非難の声が会場そも相当あ

ったし、ドイツに帰ってからも同様の声差聞い

た。‐；§､『いふ:震いf

次に東独の2選手について。個人総合第3位

のK・GerS℃hau(ゲﾙジｬヴ)はやﾔﾝ又

ツホルトが引退した後、Helmanlri（ヘルマ

ン）と共に新しい東独のエースになった感じで

ある。彼女は16才で、どの大会中最も注目さ

れた選手である。跳馬~平行棒では抜群の切れ

,だざ試合は26日（金）個人選手権、27日

f､士）種目別選手権が行なわれたが、ソ連の

L・Tounstchva（ツリシチェーワ）選手

淡との大会2連勝と共に、大会史上3人目

（Latynユna，Oaslavska）の完全優勝

（跳馬は東独へルマンと同点優勝）という偉業

を達成して幕は降りた。

欧州選手権は2年毎に行なわれ、自由演技の

み実施される。今回は各国2名、23ヶ国42

名の選手が参加した。会場は1万人以上収容す

る大ホールで、両日とも満員となり、特に女子

生徒が圧倒的に多く、ツリシチェーワ､Korbut

（コルプート）に人気が集中し、彼女達が演技

合に土がるだけで大歓声をあげ床を踏みならし、

他の選手がかわいiそうであうた。

ミュンヘン・オリンピック後、最も注目され

た大会ではあったが､:､ウ”ナ（ブルガリア）世

界選手権の前哨戦と差会だとの大会は、各国と

も偵察をかね､詩:まだ74年上り新規則が採用さ

れるため、-少々盛り上りを欠いた感じであった。

各国とも若手を起用し、下は’4才から、上

は23才迄、大部分が16才前後でしめられて

いた。

では注目され、また上位をしめた選手と国に

動

,‘1M11、

細
一Ｉも

⑤

ついて◎、け牌ノ 味をもう-iさいたdしかじ平均台､ゆかでの演技
●。●

まず完全優勝のツリシチェーワ。オリンピッをみるどぐギンツのように演技を1回1回キメる

ク後初の大きな大会の出場であり注目されたが、ので、74年より新しい採点規則が採用される

演技内容はほとんど変らなかった。しかし円熟と、今後どのような得点が出るか非常に興味深

味が増し、安定した演技はさすがだった。特にい･

跳,馬での成長がはっきりうかがわれ、前転とび一方、オリンピック個人6位のヘルマンは紅

1回ひねりと塚原とびをマスターし、なかでも相変らず平行棒、跳馬はすばらしかった6今回

－13－
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は平均台でミスしたため､:個人5位に甘んむた者のほとんどが、前転とび1回ひね，をこなし、

が、ソ連の選手とは対等に戦える力を持ってい塚原とびは、ルーマニ扉のゴルリャチとツリシ

鈴1人である。跳馬での前転とび1回ひねりはチェーワの2人だけであった。ツリ湾チ:エー了ワ

減点箇所が全くなくすばらしかった。平行棒ではA:個人選手権で前転とび1回ひねりと塚原と

の、後方浮支持回転（ともえ）から後方宙返りびふ種目別では塚原とびを行なったが、どちら

を楽々こなし、種目別では最高の9．70を得点iも式ばらしいものだった。大技2つをもつてい

した。汁：る彼女は正に女王の貫録がでてきた。

：次にルーマニアの2選手がすばらしかうたoが平行棒ではほとんど全員が､：ひねり下りと宙

特にA・Goreac（ゴルリャチ>選手は個人で返り系統の技で終っていた瓜前述のヘルマン

4位と遊伽種目別でも平行棒3位、平均台2（東独）の後方浮支持回転（ともえ）から後方

位､､ゆか3位とメダルをとり、東独のゲルシャ宙返り、また、ゴルリャチ（ルーマニア）の振

立と共にこの大会注目された選手である。ミュjｼ上げ倒立より後方宙返りが注目された程度で、

ンヘン・オリンピックで団体6位のルーマニアほとんど新技はなかった。；

は､ワルナ世界選手権で蜂団体、個人とも上位平均台では、ケルシャウ（東独）が、開始技

入賞の可能性が感じられた｡が1 でいきなり開脚座を行なった程度である。

秒､ンガリーは､オリ望ビック個人9位のエー ゆかでは、ゲルシャウが連続後方伸身宙返り

ス、I．Bekesユ（ベケシー）が欠場したが、 を行なった。2回ひねりは、ツリシチェーワと

出場した2選手もすばらしく、オリンピック平ショーン（西独）の2人だけであった。：

均台4位のM・Osaszar（チェザヱチヤール）以上が大体の結果であるが、コルブートがけ

の平行棒と平均台が光っていた。才Wビックがでさえなかったためか、ツリシチェーワと他

団体3位の力をはっきり示し、層の厚さをみたの選手に実力の差が感じられた。この大会は各

思いである。誰国2名しか参加できないため、優秀な選手の多

一西独のエースU・Schohm(ショーン）は個いソ連、東独の実力がどの程度のものか知るこ皇0．p･

人6位に入り、ワルナ世界選手権では､ト・イ灘とはできなかった。……：：ラミン

と日本ははげしい順位争いが予想される。J､ 74年より大巾な規則改正があるため●各国

以上が主だった選手と国を挙げてみたのであとも若手を起用し、経験をつませた感じの大会

るが、次に技をみてみようd午！‘Jw:：・であった。しかし私にとっては､§初の外国での

今回の大会は前述した通り、少し盛り上がり大きな試合をみることができ、非常に勉強に友

を欠いたものであった瓜それが技にも表れれ、った。日本も若手の日大林田・矢部、日体大吉

億とんど新技はみられなかった｡肇沌一’1M亨押田等台頭していると報告があった瓜早

では跳馬からd個人上位入賞者、種目別出場，！〈世界に通用する選手が育ってきてほしいもの

＝越一



3位グリゴラス （ﾙー ﾏﾆｱ）18．75

平行棒

1位ツリシチェーワ:Kソi連）49．30

2位ヘルマン （東独）19．25

韮‘3位ゴルリャチ｛ﾙｰﾏﾆｱ）18．95

ゆカュ

1位ツリシチェーワ；（ソ：連)18．90

2位ケルシャウ唖『（東独）18，80

3位ゴルリャチ（ﾙｰﾏﾆｱ）1875

:‘※名前を独語読みにしているので多少違

うかもしれない｡．:;．．.

である。 （1973．11.）撫弄

個人総合

1位ツリシチェーワ

2位コルプート

3位ケルシャウ:饗f入

4位ゴルリャチ;郵賞

5位ヘルマン－

6位ショー封

（ソ連）38．10

（〃）37．65

:（東独）37．40

(ノーマニア）37．30

（東独）37．20

（西独）36．90

、

鰯

“1,恩1，
、

跳馬

1位ツリシチェーワ

1位ヘルマン

ソ
東
西

〃
Ｉ
〃
１
ｌ
、

連）18．85

独）18．85

独）18．70

〔訂正〕罪一；…

9号の「ドイツ体操学校に入学して」の記

･事の中で、ドイツ国立体操学校は1961年

創立とあるのは、1959年創立のあやまり

です。訂正します。

3位ショーン

平均台

1位ツリシチェーワ

2位ゴルリャチ

（ソ連）19．10

(ノーﾏﾆｱ）18．85

Fol

共苦笑芙茶共そ芙苦芸苦

昔 丹

共行事そ
芸芸

共共芙芙美芙共芙そ芙芙

××××××××××××××××××××．

× ×

×第4回スキースクーール×
×針‘．．×

．！．息：‐．，．

××××××××××××××××××××

。；g’1：‘‐伽、。：．；・

瀞
・
差
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“
諦
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第10回忘年会

48．12．1～2

鵜期日
発．；‘A：．‐､、：

湯河原温泉場所
.i、“5.了；

梅屋ホテル差宿舎
器！＃･‘『”

岩田惇鵜‘参加者
差66．？‘・

朝倉徳雄
；：

高波司雄，‘
差

綱島路正

1月3日～5日
..；1．･

志賀高原
展〉.！紬.,.…，；．！61・

西発鴫可温泉ホテル
；.,3．1．…！．;・

平jll文雄
．”:．；

早田卓次

小松武雄
､a．もり：-e

船木政:§)3…～

井上；;錆・ャ。ぷ

j相原和明：が；!:．

』、

DU8

橋
尾
地
松
見
沢

稲
芳
菊
小
鶴
岩

菊地
・融
男
．
：
郎
詞
〆
人
雄
隆

君
郁
興
徳

９
ワ
ひ

参加者 行
明
男
雄
人
稔

恒
君
武
興

小栗
．：．6‘

鶴見

朝倉

閑脇涛
暴
鵜
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桜樹会ゴルフコンペ成績i,〃

第5:回:論:436;21戸.田カントリー（埼玉）
心■c｡e

52P｡△．、曾2

NAMEI，OUTINGROSSHDOPNETRANK

稲橋535210520857

岩本6065125368910

鶴…見525210427773

山…中§；3443773742

吉jI53481011784．．6

工藤536611932879

堀田635912236868

菊地44448817711

朝：倉49591082682…5

石・井5562､117‘3681；4

好
は
〆

;優恥勝

，準優勝

第3位

B、G

、、C

地
中
見
中
中

菊
山
鶴
山
山

。
．
、
．
‐

男
男
人

君
勝
興

命

'iIMl1mリ
B･B工藤

N、P石井

第6回48．8．30総成カントリー（千葉）

0UTL,INOUT－GROSSHDCPNETRANK

48485114722512458

40364011631132零．

565248156391175
．・ﾜ0.･1

･･●､0

7065712065415212‐

534751151135137510

504442136271091．等

…：:;：鐙

6769682045415011ぷ
・・ざ｡：''一？､

575754168．541144

45455014019512057，

524849149361133

615953173…541196…

56665918rj541279

NAME

高田

山中

朝・倉

岩田

※阿部

津村

岩本

橋口

菊地

鶴工見

堀田

※川島

弟． ‐宗1．

会員外参加者）

津村二郎

山中勝男

鶴見興人
：．if

山中？B、B

岩本、NI5P

（※印

優勝

準優勝

第3位
裁き-:琴.

B、C＋

‐:.．奇還.．

D、0

蝿
ｊ
厨

騨

本
見
岩
鶴

4，■■●◆

一 弼一



第7回48．11．13座間米軍キャンプ内ゴルズ;場､‘;;：

NAMEOUTINOUTGROSSHDOPNETRANK

門脇505110124771

津喧村,:5047：9712．856

※山?､崎46469212805

※秋‘:山.i73691423610810

高・田4847、9515803

※角斗田49469515804

※村ざ田:665812436989

鶴‘見585211022887

岩本565711336；772

※坂ゴ入5656…11220928

（※印は会員外参加者）

優勝寺門脇春男…

準優勝岩本忠喜

第3位高田信興

B・G山崎※B、B村田※

D、0高田津村

N・P坂入※津村丑

○

一
口
堀
】
画
一
一
，

ず
仔
今
Ｊ
切
枇
則
、

､'1MW，、
L，

;：い･･や.

第8回49．1．30GMWk王子ゴノレフ場（東京）

：；i：：：；．．.『

NAMEOUTINOUTGROSSHDCPNETRANK：．．。‘．：．§〆

山中44424613231296i；w』(※印は会員外参加者）

門脇485147．146271193．一優勝早田卓次
9．．？．； ‘8．：2．：

岩本6772752144616814準優勝橋口泰武
：：驚き．i一．

津村454850143211225第3位門脇春男
●.■.■.

ｰ．．；

※阿部545553162135148512B・G山中B、B岩本
･0；･ロ

エ藤6253741894814111D・C山中津村津村
3，悪も：

早田48454513842961N・P山中吉ハI菊地
‘；&、、． ；・〈。《、

吉川50575215925．513358大波賞工藤唖一“
；。・・

鶴見5451，i59164331317．最多OB賞工藤（12）
､pﾛ■ ．：

平1''7566662055415113珍プレー･賞～岩田
・・・；

堀田．､5772671935413910一モー.ニニング賞津村

q｡■gq

橋‘豊ロ5555：60帥1和541162鯉！：池r

砦，田.i555671：192541389－

菊鴎地i4646難81蝿19512054．－唾：

早乙女7778672225416815
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＊ 携
溌i；昭和48年度会員総会について㈱皇!;，、 器
龍 ＊
鞠：;；： ※詫総会終了後、例年通り懇親会を行ない謙
＊ 溌
幣：;､下記により本年度会員総会を開催いたし壱ます･（会費.500円）藍
溌 溌
弗:ます。万障お繰り合わせのうえ、ぜひご出‘~；i，一驚
藍 *
＊；席下さい玄すようお願い申し上げ在す。※1,同封の返信用はがきは3月10日雀で‐＊
熟 蕊
＊牙：＊Mこ鐘投函下さい。藍
蕪 恭
鵜…！記窯；‘鼠：溌
蕪 諜

細時昭和49年3月'7日(日）汁蕊よい糞＊

捌寧呼後'時よりやT糞＊

粥場所日本体育協会30'号室脈葵携
・蕪：（原宿駅下車）、携
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生部員の文章は柵集部海谷の責任において曇
約するという形をとった。しかし短かい文章の

中に、新鮮なおどろきと感激が実によく表現さ

れていると思われるo

入学後間もなく、このような経験を得たこと

が、必らず今後の部生活にプラスとなろう。本

号は会員のみならずなるべく多くの部員諸君に

もぜひ読んでほしいものである。

1ﾊつものことながら、試験間近かになってあ

わてふためく学生のように、今回もまた、総会

を1ケ月後に控えてあわただしい編集であった。

昨年は男子チームがインカレでの初優勝を飾

り、会報第10号はその特集記事を満載するは

ずであった。先輩各位からの感想などもお聞き

したかったのであるが、結果は現役諸君のもの

が中心となってしまった。紙面の都合上、1年

、
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